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●

新
会
長
に
濱
野
堅
照
鎮
糠
管
長

評
議
員
会
で
挨
拶
す
る
不
破
新
理
事
長

　
本
会
の
理
事
会
・
評
議
員
会
が
、
去
る
一
月
二
九

日
午
後
二
時
か
ら
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

で
開
催
さ
れ
た
。
会
議
で
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
会

長
・
副
会
長
の
推
戴
、
理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
役

員
の
選
出
、
さ
ら
に
平
成
十
年
度
の
事
業
計
画
案
や

収
支
予
算
案
等
が
審
議
さ
れ
た
。

　　

@
評
議
員
会

　
議
長
に
井
桁
雄
弘
師
、
議
事
録
署
名
人
に
、
壽
山

良
知
、
鷺
森
了
元
の
両
師
を
選
ん
で
、
議
事
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
任
期
満
了
に
伴
う
理
事
及
び
監
事

選
出
の
件
」

　
慣
例
に
則
り
、
理
事
・
監
事
の
選
考
委
員
会
を
設

け
、
別
室
で
協
議
の
結
果
、
別
記
の
理
事
及
び
監
事

を
選
出
し
た
。

　
議
案
第
二
号
「
任
期
満
了
に
伴
う
会
長
及
び
副
会

長
推
戴
の
件
」

　
井
桁
議
長
よ
り
上
程
。
昨
年
の
十
二
月
三
日
に
開

催
さ
れ
た
「
第
二
十
三
期
会
長
・
副
会
長
推
戴
委
員

会
」
の
結
果
に
基
づ
き
、
別
記
の
通
り
、
会
長
・
副

会
長
の
推
戴
を
議
決
し
た
。

　
議
案
第
三
号
「
平
成
十
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に

つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
井
桁
議
長
よ
り
上
程
。
田
中
総
務
部
長
が
平
成
十

年
度
事
業
計
画
案
を
朗
読
。
原
案
賛
成
の
意
見
が
表

明
さ
れ
た
。

　
議
案
第
四
号
「
平
成
十
年
度
収
支
予
算
（
案
）
に

つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
井
桁
議
長
よ
り
上
程
。
鷲
尾
財
務
部
長
が
、
予
算

案
の
詳
細
を
説
明
。
原
案
賛
成
の
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。

　　

@
理
事
会

　
横
山
敏
明
師
を
仮
議
長
に
、
議
事
録
署
名
人
に
成

田
有
恒
、
楠
宗
親
の
両
師
を
選
ん
で
議
事
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
任
期
満
了
に
伴
う
理
事
長
及
び
常

務
理
事
選
出
の
件
」

　
真
宗
大
谷
派
の
不
破
仁
師
を
理
事
長
に
選
出
。
不

破
理
事
長
を
議
長
に
別
記
の
常
務
理
事
を
選
出
し
た
。

　
議
案
第
二
号
「
任
期
満
了
に
伴
う
会
長
及
び
副
会

長
推
戴
の
件
」

　
不
破
議
長
よ
り
上
程
。
昨
年
の
十
二
月
三
日
に
開

催
さ
れ
た
「
第
二
十
三
期
会
長
・
副
会
長
推
戴
委
員

会
」
の
結
果
に
基
づ
き
、
別
記
の
通
り
、
会
長
・
副

会
長
の
推
戴
を
議
決
し
た
。

　
議
案
第
三
号
「
平
成
十
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」
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不
破
議
長
よ
り
上
程
。
田
中
総
務
部
長
が
平
成
十

年
度
事
業
計
画
案
を
朗
読
。
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
四
号
「
平
成
十
年
度
収
支
予
算
（
案
）
に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
不
破
議
長
よ
り
上
程
。
鷲
尾
財
務
部
長
が
、
予
算

案
の
詳
細
を
説
明
。
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
報
告
事
項

　
議
案
審
議
が
終
了
し
た
後
、
以
下
の
理
事
会
・
評

議
員
会
に
共
通
す
る
報
告
が
行
わ
れ
た
。

①
ル
ン
ビ
ニ
i
委
員
会
報
告

　
川
井
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
長
よ
り
、
マ
ヤ
堂
修
復
事

業
の
現
況
が
報
告
さ
れ
た
。

②
財
団
創
立
四
〇
周
年
記
念
事
業
並
び
に
第
三
七
回

　
全
日
本
仏
教
徒
会
議
に
つ
い
て

　
荒
川
事
務
総
長
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

③
各
種
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

④
事
務
総
局
各
部
報
告

　
各
担
当
部
長
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

　　

@
懇
親
会

　
午
後
五
時
半
か
ら
、
同
じ
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
京
都
に
お
い
て
、
恒
例
の
新
年
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
た
。

　
濱
野
堅
照
会
長
、
不
破
仁
理
事
長
、
高
井
隆
秀
前

会
長
が
挨
拶
し
た
後
、
岩
田
文
有
副
会
長
の
発
声
で

乾
杯
、
し
ば
し
の
間
、
二
百
人
を
超
え
る
出
席
者
に

よ
る
、
和
や
か
な
懇
談
が
つ
づ
い
た
。

大村英昭師

　
午
後
四
時
過
ぎ
か
ら
、
大
阪
大
学
教
授
・
大
村
英

昭
師
に
よ
る
、
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。
大
村
教
授

は
、
「
官
の
仏
教
、
野
の
仏
教
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

約
一
時
間
に
わ
た
り
、
日
本
仏
教
に
お
け
る
在
家
主

義
の
伝
統
に
つ
い
て
熱
弁
を
奮
っ
た
。

『
大
正
新
薬
大
蔵
経
』
に

　
　
　
　
　
　
　
　
関
す
る
ご
依
頼

　
理
事
会
・
評
議
員
会
終
了
後
、
日
本
印
度
学

仏
教
学
会
理
事
長
・
江
島
恵
教
東
京
大
学
齢
授

よ
り
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

ー
ベ
ー
ス
作
成
事
業
に
関
し
て
、
寄
付
の
お
願

い
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
れ
は
『
大
正
手
直
大
蔵
経
』
を
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
入
力
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
利

用
出
来
る
よ
う
に
す
る
事
業
だ
が
、
莫
大
な
経

費
が
か
か
る
た
め
、
広
く
伝
統
仏
教
界
全
体
に

勧
募
を
呼
び
か
け
た
も
の
で
あ
る
。

仏
旗
・
バ
ッ
チ

　
　
頒
布
御
案
内

大
仏
旗
　
た
て
一
四
〇
㎝
×
よ
こ
一
＝
○
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
、
O
O
O
平

中
勤
番
　
た
て
九
〇
㎝
×
よ
こ
＝
二
五
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
、
O
O
O
円

小
仏
旗
　
た
て
七
〇
㎝
×
よ
こ
一
〇
〇
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
、
三
〇
〇
円

手
旗
た
て
三
五
㎝
×
よ
こ
五
〇
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
、
O
O
O
円

法
輪
旗
　
た
て
九
〇
㎝
×
よ
こ
＝
二
五
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
、
四
〇
〇
円

仏
旗
バ
ッ
チ
　
ニ
㎝
×
四
・
五
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
円

法
輪
バ
ッ
チ
　
直
径
一
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
O
O
O
円

お
申
し
込
み

　
全
日
本
仏
教
会
財
務
部
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ド
ご
書
・
・

子
　
長
　
濱
野
堅
照

副
会
長
　
清
水
谷
孝
尚

理
事
長

常
務
理
事

理
　
　
事

監
　
　
事

不奈岩河
破良田野

　康文憲
仁明有善

（
真
言
宗
智
山
派
管
長
）

（
聖
観
音
宗
管
長
）

（
時
宗
法
主
）

（
愛
知
心
仏
教
会
会
長
）

（
駒
沢
大
学
教
授
）

（
真
宗
大
谷
派
）

（
評
議
員
中
の
◎
印
）

（
評
議
員
中
の
○
印
）

（
評
議
貝
中
の
▽
印
）

評
議
員
◎
乙
川

　
　
　
　
◎
森

　
　
　
　
○
横
山

　
　
　
　
　
洞
外

　
　
　
　
　
檀
上

　
　
　
　
　
渕

　
　
　
　
　
葦
原

　
　
　
　
　
乙
川

　
　
　
　
◎
豊
原

　
　
　
　
◎
北
條

　
　
　
　
　
日
谷

　
　
　
　
　
武
野

　
　
　
　
　
中
岡

　
　
　
　
　
木
下

　
　
　
　
　
明
山

孝慶順以周成大暎正英尚文敏和良
文心孝徳暎之成元徳徳道隆明久英

　
波
多
野
昭
方

◎
能
邨
英
士

○
不
破
　
　
仁

◎
海
老
原
容
光

　
三
浦
　
　
崇

木
全
和
博

藤
野
　
　
護

安
原
　
　
晃

大
城
雅
史

◎
成
田
有
恒

（
曹
洞
宗
）

　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
（
真
宗
大
谷
派
）

　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
　
同

（
浄
土
宗
）

鴇簸憲婆諦回忌響離編崖禺暑護星灘灘罐灘麟

舞縫曝難輪難崇巻蓑麟繁塁鶴蓬肇舗鞭離難雛縫簾
　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
（
日
蓮
宗
）

　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
（
高
野
山
真
言
宗
）

　
同
　
同
　
同
　
同
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

　
同
　
同
　
同
　
同

（
天
台
宗
）

　
同
　
同
　
同
（
真
言
宗
智
山
派
）

　
同
　
同
　
同
（
真
言
宗
豊
山
派
）

　
同
　
同
　
同

○
安
藤
秋
好

　
山
口

○
吉
田
健
代
加
藤

公和英正正正
俊央哲戒隆晃

〇
五
＋
嵐
意
承

網
野
義
紘

法
田
光
順

○
長
谷
川
霊
信

川原永六魚油虎山秦川安倉瀬瀬
端井井難所鷺山本　崎藤信田屋
照慈宗信隠蟹秀智正観光隆順良
道鳳誠弘山哲禅丈静随淵源和祐

五
＋
嵐
隆
明

高小中中樫畔高森廣青
田幡村山原籍野田鱗木

信蘭元昭禅正日昭俊謙
昭谷信夫澄顕豊光道整

（
孝
道
教
団
）

　
同
　
同

（
和
宗
）

　
同
　
同
（
聖
観
音
宗
）

　
同
　
同
（
念
法
司
教
）

　
同
（
真
言
宗
醍
醐
派
）

（
真
言
宗
御
室
派
）

（
真
宗
高
田
派
）

（
西
山
浄
土
宗
）

（
真
宗
興
正
派
）

（
黄
巣
宗
）

（
臨
済
宗
南
禅
寺
派
）

（
真
言
宗
犬
鳴
派
）

（
天
台
真
盛
宗
）

（
時
宗
）

（
臨
済
宗
建
長
寺
派
）

（
法
華
宗
本
門
流
）

（
真
宗
仏
光
寺
派
）

（
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
）

（
臨
済
宗
東
福
寺
派
）

（
真
言
宗
大
覚
寺
派
）

（
融
通
総
総
宗
）

（
本
門
佛
立
宗
）

（
浄
土
宗
西
山
深
草
派
）

（
真
言
宗
善
通
寺
派
）

（
顕
本
法
華
宗
）

（
新
義
真
言
宗
）

（
臨
済
宗
円
覚
寺
派
）

（
真
宗
木
辺
派
）

一4一
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
三
周
年
追
悼
行
事

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
三
周
年
目
の
一

月
十
七
日
、
神
戸
を
中
心
に
被
災
地
で
は

様
々
な
追
悼
行
事
が
行
わ
れ
た
。

　
昨
年
十
月
十
五
日
、
財
団
創
立
四
十
周
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
真
言
宗
大
本
山

須
磨
寺
境
内
に
本
会
が
建
立
し
た
追
悼
碑
の

前
で
は
、
小
池
貫
主
を
導
師
に
須
磨
寺
有
縁

の
僧
侶
が
般
若
心
経
等
を
読
諦
。
本
会
か
ら

は
田
中
総
務
部
長
ち
が
参
列
し
焼
香
を
行
い
、

多
く
の
人
々
が
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
っ
た
。

　
ま
た
神
戸
市
兵
庫
区
の
湊
川
公
園
で
は
、

（
社
）
神
戸
青
年
仏
教
徒
主
催
、
全
日
本
仏
教

青
年
会
共
催
、
全
日
本
仏
教
会
協
賛
の
も
と
、

須
磨
寺
追
悼
碑
前
で
の
法
要

雛，

湊川公園での宗教者の集い

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
追
悼
供
養
」
が
行
わ

れ
た
。

　
午
前
十
時
よ
り
、
公
園
中
央
に
設
け
ら
れ

た
テ
ン
ト
を
中
心
に
、
神
戸
青
年
仏
教
徒
会
、

臨
済
宗
、
法
華
・
宗
、
真
言
宗
、
浄
土
宗
の
順

に
追
悼
法
要
が
修
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の

行
事
に
は
市
民
と
N
G
O
の
「
防
災
」
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
が
協
賛
。
会
場
で

は
参
加
者
対
象
に
バ
ザ
ー
や
飲
食
物
の
接
待

な
ど
も
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
午
後
二
時
半
か
ら
同
所
で
、
仏
教
、

神
道
、
キ
リ
ス
ト
教
の
有
志
ら
多
く
が
集
い
、

「
震
災
を
生
き
る
宗
教
者
に
よ
る
神
戸
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
を
発
表
し
た
。
そ
の
中
で
は
、
宗

教
者
が
宗
教
の
壁
を
超
え
、
共
に
震
災
か
ら

の
復
興
を
歩
む
中
で
、
一
つ
に
な
る
こ
と
。

そ
し
て
新
し
い
世
界
を
共
に
創
っ
て
行
く
こ

と
が
宣
言
さ
れ
、
拍
手
の
も
と
採
択
さ
れ
た
。

　　▽　 ○　　　　◎　　　　○　　　　　　　　○
松高中和本小垣加白山長萩江過高鷺寺吉黒宿大村国九吉大堀安橋平佐土吉小
山山村田間崎内藤川田瀬野連外木森島田滝野嶋主定野井野木田本野伯屋田林
成芳啓大孝龍善隆謙勝日映俊一歓了彦公信彰俊康浄純恵玄教暎聖暎龍善町回
慶文識量康雄勝宣敬義還明則雄了元宗雄一心明晩運孝貫妙恩鵜縄哉幸敬宏存

（
天
台
寺
門
宗
）

（
法
華
宗
真
門
流
）

（
法
華
宗
陣
門
流
）

（
真
言
律
宗
）

（
真
言
宗
泉
涌
寺
派
）

（
華
厳
宗
）

（
法
相
宗
）

（
律
宗
）

（
聖
徳
宗
）

（
真
言
宗
須
磨
寺
派
）

（
妙
見
宗
）

（
真
言
三
宝
宗
）

（
真
言
宗
中
山
寺
派
）

（
北
海
道
仏
教
会
連
盟
）

　
同
（
青
森
県
仏
教
会
）

（
岩
手
県
仏
教
会
）

（
福
島
県
仏
教
会
）

（
茨
城
県
仏
教
会
）

（
栃
木
県
仏
教
会
）

（
群
馬
県
仏
教
連
合
会
）

（
埼
玉
県
仏
教
会
）

　
同
（
千
葉
県
仏
教
会
）

　
同
（
東
京
都
仏
教
連
合
会
）

　
同
　
同
（
神
奈
川
県
仏
教
会
）

　
同
　
同
（
新
潟
県
仏
教
会
）

（
石
川
県
仏
教
会
）

（
福
井
県
仏
教
会
）

　
石
川
養
正

　
山
口
　
祐
哉

○
加
納
博
司

佐
々
木
舜
峰

○
佐
々
木
盛
英

　　○　　　　　　　　　　○　 ○　　　　　○
名弘志島川立大貫三三垣市高井内達長吉岡近間安
幸中鶴田井岡西名明谷内村塾桁田田酒水田藤井田

俊誠秀定甫光智日陰恵浩隆寛雄貞清香哲泰真康文
海之邦信孝観城諦泉仙龍華康弘圓章静弓懸道之生

▽
島
田
喜
久
子

沼鎌青上逸矢
田田木村見坂

智良　映道誠
秀昭新雄郎徳

（
山
梨
県
仏
教
会
）

（
長
野
県
仏
教
会
）

（
岐
阜
県
仏
教
会
）

　
　
同
（
静
岡
県
仏
教
会
）

　
　
同

（
愛
知
県
仏
教
会
）

　
　
同

　
　
同
（
滋
賀
県
仏
教
会
）

（
京
都
仏
教
会
）

（
京
都
府
仏
教
連
合
会
）

（
大
阪
府
仏
教
会
）

　
　
同

（
兵
庫
県
下
教
会
）

　
　
同
（
和
歌
山
県
仏
教
会
）

（
鳥
取
県
仏
教
連
合
会
）

（
島
根
県
仏
教
会
）

（
岡
山
県
仏
教
会
）

（
徳
島
県
仏
教
会
）

（
香
川
県
仏
教
会
）

（
愛
媛
懸
仏
教
会
）

（
高
知
県
議
教
会
）

（
福
岡
県
仏
教
連
合
会
）

（
宮
崎
県
仏
教
連
合
会
）

（
沖
縄
県
仏
教
会
）

（
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
）

（
全
日
本
仏
教
青
年
会
）

（
国
際
仏
教
興
隆
協
会
）

（
日
本
仏
教
保
育
協
会
）
、

（
仏
教
振
興
財
団
）

．
（
東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
）

（
仏
教
伝
道
協
会
）
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真
言
宗
智
山
派
の
“
見
解
”
を
め
ぐ
っ
て

智
山
伝
法
院
常
勤
講
師

　
十
二
月
一
日
午
後
一
時
か
ら
、
真
言
宗
智
山
派
宗

務
庁
会
議
室
に
お
い
て
、
第
三
十
六
回
「
業
・
栴
陀

羅
問
題
」
に
関
す
る
研
究
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
智
山
伝
法
院
常
勤
講
師
の
廣
澤
隆
之
師
が
「
真
言

宗
智
山
派
の
”
見
解
”
を
め
ぐ
っ
て
」
の
テ
ー
マ
で
、

要
旨
次
の
よ
う
な
発
表
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
※
　
　
　
　
※
　
　
　
　
※

　
『
「
施
陀
羅
問
題
」
を
め
ぐ
っ
て
一
真
言
宗
智
山

派
見
解
一
』
（
真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
発
行
　
平
成

五
年
刊
）
は
、
高
野
山
真
言
宗
と
真
言
宗
豊
山
派
の

発
表
を
承
け
、
両
派
と
は
異
な
る
見
解
も
明
確
に
す

る
と
の
観
点
で
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
自
分

も
編
集
委
員
の
一
人
と
し
て
関
わ
っ
て
き
た
が
、
今

回
は
、
私
見
を
交
え
な
が
ら
発
表
し
て
み
た
い
。

e
　
高
野
、
豊
山
両
派
の
見
解
で
は
、
空
海
に
差
別

思
想
は
な
く
、
「
平
等
思
想
」
の
持
ち
主
で
あ
る
、

と
す
る
が
、
こ
れ
に
は
大
き
な
疑
問
が
あ
る
。
「
平

等
」
「
個
人
の
尊
厳
」
「
階
級
制
度
」
に
対
す
る
自
覚

的
反
省
は
、
西
洋
近
代
の
自
然
法
の
観
念
に
よ
る
も

の
で
、
社
会
的
権
利
が
平
等
で
あ
る
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
仏
教
の
一
切
の
存
在
が
存
在
す
る
こ
と
に
お

い
て
、
「
平
等
」
で
あ
る
と
み
る
こ
と
と
、
近
代
社

会
思
想
の
「
平
等
」
で
は
存
在
論
的
に
決
定
的
に
異

な
る
。
し
た
が
っ
て
、
空
海
の
み
な
ら
ず
、
仏
教
に

は
基
本
的
に
「
平
等
」
思
想
は
な
い
と
考
え
る
。

⇔
　
空
海
の
「
時
代
の
子
」
と
し
て
の
歴
史
的
制
約

条
件
を
考
慮
す
る
。

㊨
空
海
の
思
想
の
核
で
あ
る
「
曼
茶
羅
」
「
即
身

成
仏
」
な
ど
に
差
別
克
服
の
積
極
的
な
思
想
を
読
み

込
む
。

四
　
　
「
栴
陀
羅
問
題
」
に
限
れ
ば
、
「
施
陀
羅
」
の

語
が
解
釈
さ
れ
た
イ
ン
ド
の
精
神
風
土
と
社
会
通
念

に
妥
協
す
る
大
乗
仏
教
の
展
開
を
視
野
に
入
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
無
反
省
に
大
乗
仏
教
を
肯
定
的
に
評
価

す
る
立
場
だ
け
で
は
な
く
、
歴
史
的
展
開
を
批
判
的

に
見
る
視
点
も
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

社
会
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
な
の
か
。

と
り
わ
け
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
神
々
を
受
け
入
れ
て
き
た

密
教
は
こ
の
問
題
が
深
刻
で
あ
る
。
ま
た
、
政
治
体

制
と
の
関
係
、
特
に
護
国
経
典
成
立
以
後
の
密
教
と

中
国
仏
教
を
受
け
入
れ
て
き
た
日
本
の
仏
教
の
体
質

に
つ
い
て
の
反
省
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
問
題
は
既

成
仏
教
教
団
全
体
に
問
わ
れ
て
い
る
。
さ
ち
に
、
以

上
の
問
題
が
、
政
治
的
意
図
あ
る
い
は
信
条
か
ら
問

わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
仏
教
の
信
仰
や
教
理
に
即
し

て
問
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
智
山
派
”
見
解
”
に
関
す
る
私
見
と
し
て
、
大
乗

仏
教
は
イ
ン
ド
の
階
級
差
別
思
想
が
無
意
識
（
無
反

省
）
に
反
映
し
て
お
り
、
栴
陀
羅
日
悪
人
と
の
考

え
は
大
乗
仏
教
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
観
念
で
あ
る
。

悪
人
目
仏
法
に
背
く
者
、
戒
律
に
違
反
す
る
者
”
仏

教
で
最
も
重
視
し
た
殺
生
戒
に
違
反
す
る
者
、
瞑
悉

と
い
う
煩
悩
が
強
く
他
に
対
し
て
暴
力
的
な
者
目
殺

生
を
し
た
り
暴
力
的
な
栴
陀
羅
の
よ
う
な
者
、
こ
の

よ
う
な
栴
陀
羅
H
悪
人
と
い
う
「
常
識
」
に
よ
っ
て

『
性
霊
集
』
の
当
該
箇
所
は
書
か
れ
て
い
る
と
推
測

で
き
る
。
し
た
が
っ
て
『
性
霊
集
』
に
お
け
る
「
栴

陀
羅
悪
人
」
は
、
空
海
の
真
撰
で
は
な
く
と
も
差
別

表
現
で
あ
る
。
問
題
は
、
殺
生
や
瞑
患
と
い
う
「
悪
」

が
「
塩
釜
羅
」
と
い
う
特
定
の
社
会
階
級
と
重
ね
合

わ
せ
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
ば
し
ば

「
施
陀
羅
」
は
「
悪
」
の
比
喩
的
表
現
で
あ
り
、
特

定
の
人
を
指
し
て
い
な
い
と
の
言
い
逃
れ
を
耳
に
す

一6一
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廣
澤
隆
之
師

る
が
、
比
喩
的
に
言
う
こ
と
の
中
に
差
別
意
識
が
露

呈
し
て
る
。

　
た
だ
し
、
空
海
は
こ
の
「
豊
隆
羅
」
を
特
定
の
社

会
階
級
（
階
層
）
と
結
び
つ
け
る
こ
と
は
し
て
い
な

い
。
彼
は
『
性
霊
集
』
に
お
い
て
数
回
「
施
陀
」
の

語
を
使
用
し
て
い
る
が
、
高
野
派
の
見
解
で
は
、
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
検
討
を
し
て
、
「
栴
陀
」
と
「
栴

陀
羅
」
は
異
な
る
か
ら
、
空
海
は
「
施
陀
羅
」
の
語

を
使
っ
て
い
な
い
と
す
る
。
し
か
し
、
空
海
の
語
の

使
用
法
（
巨
魁
羅
を
曼
茶
と
略
す
な
ど
）
か
ら
、
ま

た
、
意
味
か
ら
し
て
『
性
霊
集
』
の
「
施
陀
」
は
明

ら
か
に
「
栴
陀
羅
」
で
あ
る
。
智
山
派
見
解
に
あ
る

よ
う
に
、
「
無
明
の
羅
刹
は
亀
鶴
の
命
を
研
（
き
）

り
、
異
滅
の
施
陀
は
蝉
游
の
体
を
殺
す
」
の
よ
う
に
、

羅
刹
と
対
語
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
社
会

一
幽
・
雪

階
級
と
重
ね
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
栴
陀
羅
を
羅

刹
と
同
様
の
恐
ろ
し
い
精
霊
的
な
存
在
と
イ
メ
ー
ジ

し
、
暴
悪
的
な
精
霊
と
し
て
施
陀
羅
は
悪
で
あ
る
こ

と
は
常
識
と
し
て
認
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら

に
、
栴
陀
羅
“
悪
”
笹
蟹
仮
和
合
の
存
在
1
1
衆
生
と

い
う
考
え
が
あ
っ
た
乏
推
測
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
施

陀
羅
が
救
わ
れ
る
の
が
、
即
身
成
仏
を
説
く
真
言
密

教
の
教
え
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
つ
ぎ
に
、
施
陀
羅
問
題
と
同
時
に
問
わ
れ
る
べ
き

課
題
と
し
て
「
蝦
夷
」
問
題
が
あ
る
。
空
海
に
と
っ

て
「
施
陀
羅
」
は
自
分
が
生
き
る
社
会
に
具
体
的
に

イ
メ
ー
ジ
出
来
る
存
在
で
は
な
か
っ
た
が
、
「
蝦
夷
」

は
当
時
の
政
治
社
会
問
題
と
し
て
、
具
体
的
に
イ
メ

ー
ジ
で
き
た
。
「
蝦
夷
」
に
対
し
て
空
海
は
明
ら
か

に
今
日
的
に
は
差
別
語
と
い
え
る
表
現
を
し
て
い
る
。

「
蝦
夷
」
に
関
す
る
侮
辱
的
・
差
別
的
表
現
は
「
戎

秋
」
「
毛
人
」
「
羽
人
」
「
毛
夷
」
「
羽
秋
」
な
ど
、
中

華
思
想
的
立
場
で
の
差
別
表
現
が
目
立
つ
。
そ
し
て
、

「
蝦
夷
」
を
律
令
体
制
外
の
文
化
の
周
縁
を
脅
か
す

危
険
な
異
文
化
存
在
と
み
な
し
、
そ
れ
を
排
除
し
よ

う
と
す
る
差
別
思
想
に
な
っ
て
い
る
。
「
蝦
夷
」
は

「
羅
殺
」
の
流
に
し
て
人
の
傳
に
非
ず
（
非
人
の
儲

な
り
）
と
述
べ
、
「
栴
陀
羅
」
と
対
に
受
け
止
め
ら

れ
て
い
る
暴
悪
で
恐
ろ
し
い
精
霊
的
存
在
で
あ
る

「
羅
刹
」
が
こ
こ
で
は
具
体
的
な
社
会
的
　
文
化
的

立
場
の
人
間
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
る
。

　
異
文
化
を
排
除
し
な
い
で
、
自
己
の
文
化
状
況
を

囁
一
‘
．
層
，

超
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
化
す
る
真
言
密
教
の
曼
茶

羅
の
思
想
（
例
え
ば
、
不
動
明
王
や
薬
師
如
来
の
真

言
に
そ
れ
が
読
み
と
れ
、
曼
茶
羅
の
多
く
の
尊
な
ど

の
出
自
を
た
ど
る
と
そ
の
こ
と
が
言
え
る
）
を
実
践

し
つ
つ
も
、
律
令
体
制
と
い
う
社
会
的
制
約
下
で
そ

の
理
想
に
矛
盾
す
る
表
現
を
お
こ
な
っ
た
。
空
海
が

反
律
令
的
な
「
山
」
に
自
己
の
実
践
の
根
拠
を
求
め

た
こ
と
も
、
文
化
の
中
心
と
周
縁
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

を
考
え
る
と
き
に
参
考
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
空
海

で
あ
り
な
が
ら
、
な
ぜ
”
時
代
の
子
”
と
し
て
の
制

約
を
受
け
た
の
か
、
我
々
の
問
題
は
深
刻
で
あ
る
。

　
真
言
宗
各
派
は
、
「
離
籍
羅
問
題
」
の
よ
う
に
空

海
の
聖
画
で
な
い
（
学
会
の
定
説
）
箇
所
に
つ
い
て

は
、
一
応
の
意
見
表
明
を
し
た
が
、
空
海
謹
撰
で
あ

り
、
か
つ
さ
ら
に
差
別
的
と
思
え
る
「
蝦
夷
」
に
関

す
る
記
述
に
つ
い
て
は
沈
黙
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
”
見

解
”
・
で
は
、
差
別
問
題
を
単
に
護
教
的
な
立
場
か
ら

述
べ
る
（
「
旛
陀
羅
問
題
」
に
限
定
す
る
と
、
そ
の

傾
向
は
強
く
な
る
）
だ
け
で
は
、
我
々
に
と
っ
て
の

差
別
問
題
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
日
本
仏
教
は
、
慈
悲
あ
る
い
は
遣
戸
事
の
よ
う
な

対
他
者
的
実
践
の
理
想
を
も
ち
な
が
ら
、
な
ぜ
社
会

的
通
念
に
妥
協
す
る
仏
教
の
歴
史
が
展
開
し
続
け
た

の
か
。
我
々
が
、
現
代
に
お
い
で
社
会
問
題
に
向
か

う
思
想
的
根
拠
を
ど
の
よ
う
に
「
平
等
思
想
」
で
な

く
、
仏
教
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
と
し
て
導
く
こ
と

が
で
き
る
の
か
が
、
緊
急
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
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信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会

　
第
二
回
信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会
が
、
一
月

二
十
三
日
午
後
二
時
よ
り
、
明
照
会
館
会
議
室
で
開

催
さ
れ
た
。

　
今
回
は
川
崎
泰
資
大
谷
女
子
短
期
大
学
教
授
を
講

師
に
迎
え
、
「
宗
教
と
政
治
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が

講
演
す
る
川
崎
泰
資
望

行
わ
れ
た
。

川
崎
氏
は
放

送
記
者
と
し

て
の
経
験
談

を
豊
富
に
交

え
な
が
ら
、

最
近
の
政
治

状
況
と
宗
教

団
体
と
の
関

わ
り
を
分
か

り
や
す
く
解

説
し
た
。

蓑
皇
Ψ
務
《
局
儲
録
一
癖
多
ミ

　
　
　
1
「
月
一

　
八
日
　
法
律
相
談
室

九
日
　
局
内
会
議

十
三
日
　
埼
玉
県
佛
教
会
新
年
会
出
席

　
＋
六
日

　
＋
七
日

　
＋
九
日

　
二
＋
日

二
＋
一
日

二
＋
二
日

二
心
二
日

二
＋
七
日

二
＋
入
日

二
＋
九
日

自
由
民
主
党
大
会
出
席

阪
神
淡
路
大
震
災
追
悼
法
要
参
列

茨
城
県
仏
教
会
総
会
出
席

同
和
委
員
会

日
宗
連
理
事
会

法
律
相
談
室

信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会

局
内
会
議

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
修
正
会
参
列

国
際
委
員
会

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

局
内
会
議

評
議
員
会

理
事
会

新
年
懇
親
会

　
　
　
1
二
月
一

　
　
五
日
　
局
内
会
議

　
十
二
日
　
法
律
相
談
室

　
　
　
　
局
内
会
議

　
十
七
日
　
同
和
委
員
会

　
二
十
日
　
局
内
会
議

二
十
六
日
　
法
律
相
談
室

成
田
芳
髄
師

一
月
二
十
二
日
、
九
十
二
歳
で
遷
化

曹
洞
宗
管
長
、
大
本
山
総
持
寺
貫
首

花まつり焦飯1難灘1羅繍
O
　
　
　
　
O

羅
本会ではご覧のポスターを頒布しております。明るい春

の野に静かに立って、天と地を指すお釈迦さまのお姿は、

見る人のこころに安らぎを与えることと思います。地域

仏教会、幼稚園・保育園などで広くご利用ください。

　◎タテ75cm×ヨコ52cm　◎多色刷
　◎1枚100円（送料実費ご負担ください）
◎なるべく早目にお申し込みください。間際のお申し

　　込うですと4月8日に間に合わないことがあります。

全日本仏教会花まつりポスター係

全日本仏教会ホームページhttp＝／／w…Jtvan．cαjp／～jbf
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